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ダンロップカップ
千葉ウィンター
進行ガイド

②受付

③試合方法

⑦試合終了

⑨テニス
ルール

⑩その他

④試合
進行

⑤試合前

⑥試合中

①ドロー番号の早い選手が「緑または赤のスコアカード」を使います。
②ゲームを取った選手が自分のスコアカードをめくります。

後ろの壁に当たってはね返ったボールは足元に転がってきます。
足元が危険なので取り除きましょう。

コートから出る時にマスクを着用します

不服や解決できない問題がある時、ロービングアンパイア・レフェリー・役員を呼びます。

テニスウェア・テニスシューズを着用のこと。

試合中のコーチングは違反です

ポイント間25秒、エンド交代90秒を自己管理してください

ゴミは各自持ち帰って処分してください 会場内での練習・壁打ちは禁止です

盗難が起きています。荷物・貴重品を各自で管理してください

①来場

できるだけ自家用車でご来場ください。やむを得ず公共交通機関を利用する場合は、マスクを着
用するなどコロナ対策をしてください。

(密集・密接を避けて)選手ミーティングを行わない時でも、スムーズに試合進行ができるようにこの「進行ガイド」を良くお読みください。

本戦や練習試合が終了した方は、会場に長居せずに速やかにお帰りください。

勝者は本部付近の密集・密接に注意しながら、本部に使用球を持ち帰り、
結果を口頭で報告してください。役員がOP用紙に試合結果を記入します。

スコア
カード

試合中はマスクを外すので、お互い近づかないように気をつけてください。

放送
使用

放送やハンドマイクを使って進行します。放送は試合の邪魔になりますが、ご了承ください。

レジャーシートを持参した選手は、感染防止のためベンチに敷いてください。

試合球

間違い防止のため１ゲームごとにめくり、めくった後は手指消毒をします。

各コートの最終試合の選手は、コート整備にご協力ください。

⑧表彰
入賞者を表彰します。

＜以下の無観客に相当する観戦をお願いします＞
●人数制限を守る　●観戦時も密にならないように心掛ける
●観戦時に声を出さない　●拍手は良いプレーに控えめに！

進行はセルフジャッジです。自分は正しいジャッジを心がけ、相手も正しいジャッジを心がけてい
ると信じて、クレームはやめましょう！　原則として両選手で問題を解決しますが、時間がかかる
時はロービングアンパイアやレフェリーを呼んでください。

【正しい進行とは】●サーバーはサーブの前、レシーバーに聞こえる声でアナウンスします。両選手は
アナウンスによって、正しいスコアを確認してから次のプレーを開始します。●ボールとラインの間に
ハッキリと空間が見えた時は「アウトやフォールト」で、その他の状況では「グッド」です。　●判定
とコールは、相手にハッキリとわかる声とハンドシグナルを使って、ボール着地後速やかに行います。

コート上のトラブルのほとんどは、アウト・フォールトのコールやスコアのアナウンスが
相手に聞こえないこと、聞こえたのに確認の返事をしないことで起こります。

1セットマッチ（6-6時タイブレーク）です。ノーアド方式ではなく、デュース
を繰り返します。試合前の練習はサービス４本（右２本・左２本）です。

大会当日ご来場できるのは、マスク着用の選手と同行者１名および１団体１名のコーチだけです。人数
制限などのチェックをくぐり抜ける事は可能ですが、自主的に人数制限を守ってください。フェイスシー
ルド・マウスシールド使用時もマスクを着用してください。

事前準備⇒当日の朝に検温し、「コロナチェックシート」に体温その他を記入します。
体調に不安がある時はご来場を控えてください。

選手はマスクをして、指定された時刻までに受付に、関東テニス協会に登録した「ジュニアプ
レイヤーズ登録証」を提示して、出席を届けてください。その際、選手・同行者・コーチの「コロ
ナチェックシート」を提出してください。受付時の密集を避けるようにし、もし並ぶ場合は前後
の方と１ｍ以上離れてください。受付で検温をする場合があります。

天候などの影響で試合方法が変更される場合があります。

放送で呼ばれた各コートの控えの選手はボードの用紙を確認し、役員に自分の名前に〇印を
つけてもらいます。その後、指定コートの近くで前の試合の進行に注目します。

コート上のプレマッチは行わないので、お互いネットから2～3ｍ離れて、対戦相手が正しいか
を確認します。続いて同じ場所でラケットトスをして、サーブ・レシーブ・エンドを決めます。

オーダーオブプレー（OP）で控えの選手は、指定コート付近で試合中のスコアを確認しな
がら待機します。前の試合が終了したら、コート内に入って試合を始めてください。

控えの選手は本部で試合ボールを受け取ります。試合後は勝者が缶に入れ
て本部へ返却します。結果報告もしてください。

4ｍ以上離れてスコアを確認してから、「ありがとうございました」と挨拶します。
挨拶終了で試合成立になるので、スコアの確認を慎重に行いましょう。

（携帯電話・スマートウォッチなど）いかなる電子機器も試合中は使用や着用ができません。

・


